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１ 日   時 平成２４年１０月１８日（木） ２校時（１０：５０～１１：４０） 

２ 学年・学級 第３学年Ｂ組  

習熟度別少人数指導発展コース（男子１３名 女子１１名 合計２４名） 

３ 場   所 ３年Ｂ組教室 

４ 単元名   ２乗に比例する関数 

５ 単元について 

 （１）単元観 

本単元は，具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調

べることを通して，関数 y=ax２について理解するとともに，関数関係を見いだし表現

し考察する能力を伸ばすことができる単元である。関数については，第１学年では比

例，反比例を取り扱い，第２学年では，一次関数を取り扱っている。いずれにおいて

も，具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べること

を通して関数関係を見いだし表現し考察する能力を漸次高めてきている。 
第３学年では，これまでと同様に，具体的な事象における二つの数量の変化や対応

を調べることを通して，関数 y=ax２を考察する。その際，表，式，グラフを相互に関

連付けながら，変化の割合やグラフの特徴など関数の理解を一層深める。そして，こ

れらの学習を通して，関数関係を見いだし表現し考察する能力を一層伸ばす。 
また，日常生活や社会には，既習の関数ではとらえられない関数関係があることを

取り扱うことにより，中学校における関数についての学習内容を一層豊かにするとと

もに，後の学習の素地となるようにする。  
 
（２）生徒観 

本学級の生徒は，昨年度から基礎コースと発展コースに分けての習熟度別少人数指

導を受けてきている。 
昨年度の「基礎・基本」定着状況調査，今年度の全国学力・学習状況調査における

本単元の結果は，以下の通りである。 
 

  項 目（正答率・肯定的回答率） 本校（差） 県平均 

「
基
礎
・
基
本
」
定
着
状
況
調
査 

数 
学 

「比例の意味を読み取る」 83.0%（＋18.9%） 64.1% 
「２つのグラフを関連付けての考察」 61.0% （＋3.0%） 58.0% 

 
 
質 
問 
紙 
 
 

「数学の授業で学んだことが，他の教科や生

活の中で，計算したり，表やグラフにしたり

することに役にたちます」 

80.0% （＋9.3%） 70.7% 

「数学の授業では，反比例の関係にあるかを

考えるときには，反比例の特徴だけでなく，

比例の特徴と比較しながら考えています」 

61.0% （＋9.9%） 51.1% 



 

 項 目（正答率・肯定的回答率） 本校（差） 全国平均

       

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

数
学
Ａ 

「一次関数のグラフから式を求める」 78.0% （＋4.8%） 73.2% 
「一次関数を表した事象を選ぶ」 49.0%（＋10.7%） 38.3% 

 
数 
学 
Ｂ 

「事象の中にある２つの数量の関係がどの
ような関係であるかを判断し，根拠を明らか
にして数学的表現を用いて説明する」 

16.0%（＋4.2%） 11.8% 

「事象の中に数量の関係を見いだし，…は…
の関数であるという形で表現する」 

18.0% （－1.3%） 19.3% 

 
 
質 
問 
紙 
 
 

「問題解決を振り返って数量の関係を数学
的に解釈し，関係が成り立つ理由を説明する
ことができる」 

33.0% （＋7.6%） 25.4% 

「数学の授業で学習したことを普段の生活
の中で活用できないかを考える」 

34.3% （－1.3%） 36.1% 

「数学の授業で学習したことは，将来，社会
に出たときに役立つ」 

79.8% （＋8.5%） 71.3% 

 

また，通過率 30%未満の生徒は，「基礎・基本」定着状況調査では 1%であるのに対し，

全国学力・学習状況調査においては，数学Ａ問題では 3%，数学Ｂ問題では 14%であった。 

なお，授業においてはペアやグループで意見を交換したり，話し合ったりする活動や自

分の考えを書く活動を全教科で取り組んできており，図やグラフ，式などを示して説明す

るよう指導してきた結果，数学Ｂ問題の通過率が 57.1%（全国比＋7.8%）と成果がみられ

た。また，家庭学習においては，「数学の毎日学習ノート（自分で考えて 1 日 1 ページ数

学の家庭学習を行うノート）」の内容も工夫が見られるようになってきている。 

 

（３）指導観 

指導に当たっては，自動車の空走距離と制動距離を取り上げ，表，式，グラフを用いて，

具体的な事象に関する結果を比例や２乗に比例する関数とみなすことによって，未知の状

況を予測できることのよさを味わわせたい。 

昨年度実施した「基礎・基本」定着状況調査の結果では，「２つのグラフを関連付けて

の考察」や「反比例の特徴を比例の特徴と比較して考える」ことに課題が見られる。また，

全国学力・学習状況調査では，「事象の中にある数量の関係を見いだし関数関係としてと

らえること」「数学を日常生活で活用すること」に課題が見られ，「数学の授業で学んだこ

とを活用してみたい」と実感できる授業が少ないことが考えられる。また，数学Ｂ問題に

おいて通過率 30%未満の生徒が 14%であることから，数学的表現を用いて書く活動を取

り入れ，書いたものを評価・改善する活動を設定したい。 

本時では，自動車の速度と停止距離を考察する際には，空走距離を比例と，制動距離を

２乗に比例するとみなし，与えられた速度の停止距離を予測し，その理由を表，式，グラ

フを示して説明する活動を設定する。その際に，基礎コースでは，表，式，グラフをスモ

ールステップで段階的に扱う。発展コースでは，表，式，グラフを目的に応じて適切に選

択させ，自分の考えを他者の考えと比較したりすることにより，事象の考察を深めること

ができることを体験させたい。授業の終末では，自動車の制動距離を自転車に置き換えて

扱い日常生活につなげることで，数学を学ぶことの必要性や有用性を実感させたい。 

 



６ 研究主題とのかかわり 

    

 
       
   
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

７ 単元の目標 

  具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通

して，関数 y=ax２ について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能 
力を伸ばす。 
 ア 事象の中には関数 y=ax２としてとらえられるものがあることを理解する。 

  イ 関数 y=ax２について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解する。 
  ウ 関数 y=ax２を用いて具体的な事象をとらえ説明する。 
  エ いろいろな事象の中に，関数関係があることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みとりができる目標をかこう！（指導と評価の一体化） 

    ・本時の目標が達成できたかどうかを，適用題を取り入れみとる。 

    つたえあう場をもとう！（言語活動の充実） 

     ・車の停止距離を予測した理由についての自分なりの考えを書く。 
・ペアで伝え合う。 
・予測した根拠を表，式，グラフを示して説明する。 

    やる気につながるまとめをしよう！（家庭学習とのリンク）    

・本時で学習した自動車の停止距離を自転車に置き換えて考えることを通
して，「数学が日常生活に役立つ」ことを実感させ，学習への意欲につな
げる。  

 研究主題          「学ぶ意欲の育成」 

      ～吉中授業三訓「み」「つ」「や」をもとにした授業改善を通して～ 

み 

つ 

や 



８ 単元の評価規準 

 ア 数学への 
 関心・意欲・態度 

イ 数学的な 
見方や考え方 

ウ 数学的な技能 
エ 数量や図形などに

ついての 
知識・理解 

２
乗
に
比
例
す
る
関
数 

 
 
①関数 y=ax２に関心

をもち，具体的な事
象 の 中 か ら 関 数
y=ax２としてとら
えられる二つの数
量を見いだしたり，
その関係を式で表
したりしようとし
ている。 

 
 
①具体的な事象の中
にある二つの数量
の関係を，変化や対
応の様子に着目し
て調べ，関数 

 y=ax２としてとら
えられる二つの数
量を見いだすこと
ができる。 

 
①関数 y=ax２の関係
を式で表すことが
できる。 

②関数 y=ax２の関係
を表す式に数を代
入し，対応する値
を求めることがで
きる。 

 
①関数 y=ax２の意味を

理解している。 
②２乗に比例すること
の意味を理解してい
る。 

２
乗
に
比
例
す
る
関
数
の
グ
ラ
フ 

 
 
②関数 y=ax２の特徴

に関心をもち，表，
式，グラフを用いて
考えようとしてい
る。 

 
 
②関数 y=ax２の特徴
を，表，式，グラフ
を相互に関連付け
るなどして見いだ
すことができる。 

 
③関数 y=ax２の関係
を表，式，グラフ
で表すことができ
る。 

 

 
③関数 y=ax２の特徴を

理解している。 

２
乗
に
比
例
す
る
関
数
の
値
の
変
化 

 
 
③関数 y=ax２を用い

て具体的な事象を
とらえ説明するこ
とに関心をもち，問
題の解決に生かそ
うとしている。 

 
 
③具体的な事象から
取り出した二つの
数量の関係が関数
y=ax２であるかど
うかを判断し，その
変化や対応の特徴
をとらえ，説明する
ことができる。 

④具体的な事象の中
から取り出した二
つの数量の関係を，
理想化したり単純
化したりして関数
y=ax２とみなし，変
化や対応の様子を
調べたり，予測した
りすることができ
る。 

⑤関数 y=ax２を用い
て調べたり，予測し
たりした結果が適
切であるかどうか
を振り返って考え
ることができる。 

 
④関数 y=ax２の変化
の割合を求めるこ
とができる。 

⑤関数 y=ax２の関係
を表，式，グラフ
を用いて表現した
り，処理したりす
ることができる。

 
④具体的な事象の中に
は，関数 y=ax２とみ
なすことで変化や対
応の様子について調
べたり，予測したり
できるものがあるこ
とを理解している。

【関数 y=ax２の関係】 

【関数 y=ax２の特徴】 

【関数 y=ax２を用いて事象をとらえ説明すること】 



２
乗
に
比
例
す
る
関
数
の
利
用 

 
 
④いろいろな事象と
関数に関心をもち，
表やグラフなどで
表したり，その特徴
を考えたりしよう
としている。 

 
 
⑥具体的な事象の中
から見いだした関
数関係を既習の関
数関係と比較し，そ
の特徴を考えるこ
とができる。 

 
⑥具体的な事象の中
から見いだした関
数関係を，表やグ
ラフなどで表すこ
とができる。 

 
⑤具体的な事象の中か
ら見いだした関数関
係には，既習の比例，
反比例，一次関数，
関数 y=ax２とは異な
るものがあることを
理解している。 

 
 
 
９ 単元の指導計画（全１７時間） 

次 学習内容 

指
導
形
態 

評価 

ア 

関 
イ 

考 

ウ 

技 

エ 

知 主な評価規準 評価方法 

２
乗
に
比
例
す
る
関
数 

１ ２乗に比例する関数  （３）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
習
熟
度
別
少
人
数
指
導

○

○ ◎

 

◎

 

ア－① 

エ－①② 

ウ－①② 

イ－① 

ノート 

生徒観察 

ワークシ

ート 

２ 関数 y=ax２
のグラフ （４） 

             

○

 

◎

 

◎

○

 

 

エ－③ 

ウ－③ 

イ－② 

ア－② 

ノート 

発表内容 

ワークシ

ート 

３ 関数 y=ax２
の値の変化（４） 

○

◎

◎

○ エ－④ 

ウ－④⑤ 

イ－③④ 

ア－③ 

ノート 

発表内容 

ワークシ

ート 

 

４ 関数 y=ax２
の利用 （４） 

         本時４／４ 

○

 

 

 

◎

◎

○ エ－⑤ 

ウ－⑥ 

ア－④ 

イ－⑤⑥ 

ノート 

発表内容 

ワークシ

ート 

四
章
の
ま
と
め 

４章のまとめと問題   （２）    ワークシ
ート 
生徒観察 

 

 

 

【いろいろな事象と関数】 



１０ 本時の展開 

（１）本時の目標 
○自動車の速度と空走距離，制動距離の関係を表，式，グラフから見いだし，二つの数
量の関数関係を考察し，停止距離を予測することができる。 

（２）本時の評価規準 
◎自動車の速度と空走距離，制動距離の関係がy=axや関数y=ax２の関係であることを
見いだし，表，グラフ，式などを用いて停止距離を予測することができる。 

（イ－⑤ 数学的な見方や考え方） 
（３）学習の展開(全２時間扱い 本時は後半の１時間) 

 

学 習 活 動 

指導上の留意点（◇） 
（◆「努力を要する」状況と
判断した生徒への指導の手
立て） 

評価規準 
（評価方法） 

 
 
導
入 
 

(前時のおもな流れ) 
１ 自動車でブレーキを
かけたときの動画を見
る。 

 
 

 
◇自動車がすぐに停止しない
様子を知り，自動車の停止
距離への興味・関心を高め
させる。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 問題場面を把握する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 自動車の速度と空走
距離，制動距離の間には
どんな関係があるかを
調べ伝え合う。 

 
４ 式を求める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇空走距離，制動距離，停止
距離の意味を理解させる。

◇y=ax や y=ax２と判断した
根拠を表，式，グラフを指
し示して伝え合わせる。 

 

目標 自動車の速度と空走距離，制動距離の関係を見つけよう

 自動車が停止するまでに進む距離（停止距離）は，運転手が危険を感じてから

ブレーキを踏み，ブレーキが実際にきき始めるまでに車が進む距離（空走距離）

と，ブレーキがきき始めてから車が停止するまでに進む距離（制動距離）の和で

表されます。自動車の速度との関係は，下のようになります。  

自動車の速度と空走距離，制動距離の間には，それぞれどのような関係がある

でしょうか。 

(m) 

22

19

17

14

11

8

6

54

39

27

18

11

6

3

0 20 40 60 80

80km/h

70km/h

60km/h

50km/h

40km/h

30km/h

20km/h 空走距離

制動距離



発展コースの本時の展開 
前
時
の
復
習 

(本時はここより) 
１ 前時の復習をする。  

(５分) 

◇自動車の速度と空走距離，
制動距離の関係を，表，グ
ラフ，式から読み取らせる。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
 
開 

２ 高速道路の車間距離
表示を見る。 (１分) 

 
 
 
 
３ 見通しをもつ。   

（２分） 
 
４ 表，式，グラフを用い

て停止距離を予測し，自
分なりの考えを書く。 

[個人思考]（５分） 
 
５ ペアで伝え合う。 
[つたえあい]（１０分） 

 
 
 
 
 
６ 表，式，グラフを根拠 
にして発表する。 
 [集団思考]（１０分） 

  
 
 
 
７ 適用題を考える。 
        (１０分) 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇高速道路の車間距離表示を
提示し，本時の学習への興
味・関心をもたせる。 

 
 
 
◇停止距離を調べる方法はど
んな方法があるかを考えさ
せる。 

◇表やグラフ，式を選んで関
係を調べさせる。 

◆表の関係から調べさせる。
 
 
◇表やグラフ，式を指し示し
ながら伝え合わせる。 

◇自分の考えと他者の考えを
比較しながら聞かせる。 

◆分からないときは，どこま
で考えたかを伝えさせる。

 
◇表，式，グラフを指し示し
て根拠を明らかにして伝え
合わせる。 

◇グラフを用いて，y=ax２と
実測値を比較し，予測の違
いの原因を考えさせる。 

 
◇数学用語を用いて伝え合え
るよう使わせたい数学用語
を提示しておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【見方・考え方】 
車の速度と空走距離，制
動距離の関係がy=ax
や関数y=ax２の関係で
あることを見いだし，
表，式，グラフなどを用
いて停止距離を予測す
ることができる。 
（ワークシート） 
 
 

 
 
ま
と
め 

８ 自転車の制動距離の
動画や新聞記事を見る。 

（５分） 
 
 
 
 
 
９ ふりかえりを書く。 
               （２分） 

◇学習したことを生徒の日常
生活につなげ数学を学ぶ意
欲につなげる。 

◇法定速度を超える速さの自
動車の停止距離も，数学の
世界では計算で導き出し危
険を予測できることを知ら
せたい。 

◇本時の学習をふりかえりわ
かったことや考えたことを
書かせる。 

 

 

表，式，グラフを根拠
にして数学的表現を用
いて説明する。 
［使わせたい数学用語］ 
・変化の割合 ・原点 
・x の増加量 ・放物線
・y の増加量 ・比例 
・y=ax ・y=ax２    

・x の値が２倍，３倍…
になると，それに対応
する y の値は～になる

・２乗に比例する関数 
・代入する    など

自動車が時速１００㎞で走ったときの停止距離を 
予測しよう

授業の終末で適用題を
取り入れ，本時の目標
の達成状況をみとる。

みとりができる目標を書こう 

つたえあう場をもとう 

[適用題]  
時速１２０㎞で走っている自動車の停止距離を求めなさ
い。 
[チャレンジ問題] 
時速１５６㎞で走った時の自動車の制動距離を求めると
したら，あなたは表，グラフ，式のどれを用いて求めま
すか。また，その求め方を説明しなさい。

本時に学習した数学的
な見方・考え方が私た
ちの身の回りの日常生
活に深くかかわってい
ることを知らせ，数学
を学ぶことの必要性や
数学のよさを感じさ
せ，家庭学習への意欲
につなげる。 

やる気につながる 
 まとめをしよう 



１１ 板書計画 

目標 自動車が時速 100 ㎞/ｈで走ったときの停止距離は？ 

対応表               グラフ                                 式 

 

 

  

                    

               

      

      

     

制動距離の表 

空走距離の表 空走距離のグラフ 制動距離のグラフ


